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◎

・コーディネーターによるケース会議や
サービス担当者会議は、3月現在で74回
実施。
・お父さん同士がつながりを持って子育て
に参加する「おやじの会」を年2回開催し、
好評を得ることができた。

一人ひとりの教育的ニーズを把握
し、適切な指導や支援に努める。 〇

・「学校は、子どもにあった指導や支援を
行っている。」には97 ％の保護者が肯定
的であり前年度より2ポイント上がった。
今後も保護者・関係機関と連携して指導・
支援を行っていきたい。

・子どもの様子など保護者との連携が不可欠で
ある支援学校において、なにごとも先を見通して
取り組むことが大切だと思った。今後も信頼関係
を築くものとして連絡帳の充実を図っていき丁寧
に取り組んでもらいたい。

・学習指導要領に基づいて「百舌鳥支援
版マトリクス【各教科版】活用し、特に生
活科（栽培）を中心に指導の連続性を踏
まえた研修を行った。
・今年度は、職員のニーズがあった強度
行動障害の研修を行うことができた。

・地域の小中学校でも支援学級の増加に伴い、
それぞれの学校での課題があり、外部専門家の
ニーズは高まってきている。今後もニーズが高ま
る中で専門家の育成は不可欠である。

〇

・保護者や関係機関と綿密に連携を
しながら「個別の教育支援計画」に
基づいた支援と指導に取り組んでい
る。

・夏休みにICTの自主研修や部別研
修、センターの研修などを行った。

・児童生徒一人ひとりの障害の状態や特性
を的確に把握するとともに教職員で共有
し、個に応じた支援に取り組む。
・ソーシャルスキルを高め、友だちや教員
と良好な人間関係を築く。
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自己評価 学校関係者評価

達成状況(年度末)
進捗確認（11月）

評価
時期

・障害理解や指導方法などを
工夫しながら取り組んでいる
と保護者が捉えるとともに、
教員自身が研修に取り組んで
いる。

・教員が子どもの実態を理解
し、適切な支援の結果、子ど
もが楽しく学校に行っている
と保護者が捉えている。

堺市立百舌鳥支援学校
校長　　山下　眞由美

令和6年度　重点目標
　「笑顔にあえる学校～子ども・保護者・教職員～」
１ 子どもにとって楽しい学校･･･一人ひとりの障害特性とニーズに基づき、きめ細やかな支援の充実、教育課程におけるキャリア教育の推進、ＩＣＴを活用など、教材教具の工夫による授業力の向上、食育の推進、進路指導
２ 保護者にとって元気が出る安心できる学校････教育相談体制の確立、学校HP等学校情報の積極的な発信、「個別の教育支援計画・指導計画」を活用した保護者や関係機関との連携、学校安全の充実
３ 教職員にとって生き生きとした学校････支援学校教員としての専門性の向上をめざした組織的な校内研修の充実、職員間の「報告・連絡・相談」を基礎にした、チームとして児童生徒への支援、教職員の働き方改革（ワーク・ライフ・バランス）の推進
４ 保護者と地域から信頼される学校････支援学校のセンター的機能を発揮し、学校園への地域支援の推進、共生社会の実現に向けた交流および共同学習の充実、コンプライアンスの遵守と服務規律の徹底
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支援学校の特色を生かし、専門的
な指導の向上やより良い授業づく
りに努める。
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校長より(年度末)
今年度は、公共交通機関を利用しての社会体験や学校間交流が活発化した1年であった。そのような中で引き続き保護者や関係機関と連
携し、児童生徒の障害の実態に応じ自立と社会参加を目指して取り組むことができたと考えている。また、行事の精選と変更を行い、検証
をした。新たに来年度も行事の変更を行う予定である。
次年度は、宮園分校の開校に向けて具体的に進んでいくであろう。本校の狭隘化の課題も依然残っている。また、児童生徒数も20名以上
増える中で今まで以上にチームで取り組んでいきたい。

学校関係者評価者から(年度末)
・いつも通り教育活動を行えるようになったが、これを機会に行事の見直し、さらに今年度検証し変更を行ったことはい
いことである。社会体験について系統立ててどの力をつけていくかを見直したこともよかった。
・宮園分校については、当該校区の保護者が一人で考え込まないように保護者・学校が支え合っていくことが大切であ
る。また，百舌鳥支援の狭隘化・老朽化についても引き続き訴えていく必要がある。

・学校は，「個別の指導計画」を保護者に
分かりやすく説明している。という設問に
９８％の保護者が肯定的に捉えている。
今後も保護者に対して丁寧に説明してい
く。

・「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」を子
どもたちや保護者にとって大切なものであり、今
後も支援や指導の方法を保護者と連携して活用
してほしい。

・保護者が今の悩みや困りごとを連絡帳を通じて
伝えてくれることが一番ありがたい。教育相談も
保護者の今のタイミングに寄り添い、悩みを共有
できることがいい。
・HPは、子どもたちのようすがよく分かる。今後も
積極的に発信してほしい。

・近隣校やこども園との交流は、昨年度
同様、実施できた。居住地校交流ものべ
32人の児童生徒が参加し交流できた。

・居住地校交流は地域に支援学校の児童生徒の
ことを知る大事な機会である。ぜひ、広がってほ
しい。

〇

◎

・「個別の教育支援計画」、「個別指
導計画」の作成と活用についてマ
ニュアルを作成し、年度初めに全職
員で共通理解を図り、活用に取り組
んでいる。

・近隣校やこども園との交流をコロナ
前と同じに計画・実施することができ
ている。啓発授業は３校で実施。

・コーディネーターによる教育相談
は、11月現在26回実施。その他、
ケース会議やサービス担当者会議
は42回実施している。
・学校HPのアクセス数は、目標を上
回る日もある。

学校の現状
　本校は、知的障害児のための小中一貫の支援学校で、令和６年５月現在の在籍は、小学部112名、中学部94名の計216 名である。本校では、「人として”生きる力”を育てる」を学校教育目標として掲げ、①元気なからだ（元気に生活する体力・運動する力）、②生活する力（基本的生活習
慣、家庭生活・地域生活・社会生活に必要な基本的な力）、③まじわる力（人とかかわり、集団に参加する力やコミュニケーション力を高める力）、④あじわう力（文化を学び、豊かに生活を送る基礎的な力）、⑤はたらく力（労働の基礎となる力、職業観の基盤となる力）の５つの力をつけるこ
とを具体目標に掲げ、障害の多様化のなか、児童生徒一人ひとりの実態に応じて、個別のニーズに応じた学習活動に取り組んでいる。
　また、本校の児童生徒が、社会の一員として、豊かな生活を育むことができるようにするため、また、本校の児童生徒に関わる子どもの障害児理解を推進するため、近隣校や居住地校等との交流及び共同学習に、積極的に取り組んでいる。また、学校ＨＰはじめ、あらゆる機会を用い
て、本校の教育活動について発信をしている。一方、生徒数増加に伴い、令和８年度に宮園分校が開校予定である。しかし、特別教室を普通教室に転用しても教室不足が解消されず、校舎・設備の老朽化と狭隘化が喫緊の課題である。加えて、支援学校教育に関する専門性の継承と向
上も本校の課題である。

専
門
性
の
向
上

評価方法
判断基準

（評価のものさし）

一人ひとりの自立や社会参加を実
現していくための指導や支援に努
める。

交
流
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学
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実

共生社会の実現に向けて、交流及
び共同学習等を充実させる。

◎
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・あらゆる機会を用いて保護者との意思疎通を図
り保護者からの相談に対して適切に対応する。
・ケース会議等を充実させ、行政・福祉・医療等
関係機関との連携を強化する。
・学校だよりや学校ＨＰを活用して学校教育情報
を 積 極 的 に 発 信 す る 。
・宮園分校開校に向けて保護者や職員の意見を参
考に学校づくりをめざす。

・保護者と学校の意思疎通が図ら
れ、保護者の相談を学校が受け止
めたと捉えている。
・課題解決のために、関係機関と
の連携が進む。
・原則、課業日はHPを更新し220
ア ク セ ス / 日 を 目 指 す 。
・宮園分校の開校に向けて保護者
と連携しよりよい学校作りに参画

３学期
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保護者の悩みや相談を積極的に受
け止め、関係機関と連携して、保
護者支援・保護者連携の充実を図
る。
宮園分校開校に向けて保護者と委
員会との連携を図り、よりよい学
校づくりを目指す。

・支援教育課が行う「支援学
校センター的機能活用(外部
専門家派遣)」のうち半数以
上を地域校の支援に活用し、
対象校から肯定的な反応を得
る。

各アンケート及び外
部専門家活用回数

◎

３学期

・「個別の教育支援計画」
「個別の指導計画」が学校と
保護者の共通理解に役立って
いると教員・保護者が捉えて
いる。

３学期
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支援学校の専門性な知識や技能を
生かし、地域における特別支援教
育の充実に努める。

・近隣校との交流や居住地校交流、啓発授
業等の取組により、交流及び共同学習を推
進する。

・参加者や相手校が交流等を
肯定的に捉えるとともに、次
年度も継続して取り組むこと
を希望している。

３学期

◎

・外部専門家派遣事業については、
10月現在で47回実施され、そのう
ち、32回は地域支援に活用されてい
る。３学期

・保護者と連携し、「個別の教育支援計
画」を作成するとともに、「個別の指導計
画」を活用し、支援の成果と課題につい
て、保護者と共有する。
・児童生徒の実態や課題に応じた合理的配
慮について保護者と共有し、その実現に取
り組む。

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価計画書】

〇 〇

〇 〇

３学期

・障害の実態に応じ、教育活動を行っている。特
別支援教育の専門性の向上の必要性を言われ
ている。今後も様々な研修に取り組んでもらいた
い。
・強度行動障害の研修は単発で終わることなく実
施してほしい。

・障害の理解を深めるとともにＩＣＴを活
用した教材を工夫するなど適切な指導と支
援に取り組む。
・各教科領域において学びの連続性を意識
した系統性のある授業を実践する。
・支援学校教員の専門性を高めるための研
修に取り組む。

◎ 〇

〇 ◎

◎ ◎

・外部専門家と連携し、地域の小中学校等
に対し適切な助言を行い、支援学校体験見
学会を実施し、全市的な指導力の向上に寄
与する。
・地域及び関係機関に対し、体験・見学・
講習等を実施し、啓発に努める。

・外部専門家派遣事業については、３月
現在で74回実施され、そのうち、43回は
地域支援に活用されている。


